
これまでの情報発信

なぜ研究が必要なの？

どうやって研究するの？

生物多様性と気候変動を学ぶ場を作る
～情報デザインによる地域自然環境の学びの場の共創～

長野県環境保全研究所 自然環境部

SDGs（持続可能な開発目標）における、生物多様性と気候変動について、
信州（自分たちの暮らし）の足元から学ぶ場を作ります。

＜現状＞山岳高原に代表される信州の自然環境（生態系・生物多様性）は
気候変動や外来種等の危機にさらされており、多くの環境問題は、
2030年までに対応しないと取り返しがつかなくなると考えられています。

＜課題＞一方で、これらの問題はスケールが大きいため、
具体的に私たちが何をしたらよいのかが漠然としています。

＜目的＞世界規模の環境問題を信州の足元から考え、私たち一人一人が
暮らしのなかでどのような行動が取れるのかを学ぶ場を作ります。

1. 信州の自然環境（生態系・生物多様性）の①成り立ち、②直面する問題、③問題の解決策
（Why, What, How）をわかり易いストーリーにまとめます。

2. 飯綱庁舎のエントランス展示やホームページ、その他の学習交流事業等を通じて発信します。
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